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6月の人口動態
男 7.470 
女 8.26 5 
計 15.73 5 
世帯数 3.Q 6 3 

(末日現在〕
出生 11 死亡 15
1必姻 3 離婚 3

工
事
進
む
統
合
中
学

ま

敷

地

Uま

統
合
中
学
校
の
敷
地
造
成
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

六
月
十
日
に
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
を
積

ん
だ
船
が
入
港
し
、
二
十
日
間
で
、
配

管
工
事
を
終
え
て
、
七
月
一
【
白
か
ら

統
合
中
学
校
敷
地
(
江
湖
)
の
埋
め
立

て
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

埋
め
立
て
工
事
は
、
毎
日
、
海
上
か

ら
、
肱
川
河
口
の
州
の
砂
利
を
、
江
湖

ま
で
、
約
九
百
メ
ー
ト
ル
の
間
サ
シ
ド

ポ
ン
ケ
で
、
送
っ
て
い
ま
す
。

カま可Fょ朝菟層重(毎用1回発行)昭和41年7月20日(.~) 

埋
め
立
て
工
事
前
の
江
湖
附
近

ι~ 
ヌじ

成

は

十

月

下

旬

サ
シ
ド
ポ
ソ
プ
は
、
一
自
に
約
四
百

立
方
メ
ー
ト
ル
の
砂
利
を
吐
き
出
し
ま

す
。
埋
め
立
て
は
、
約
四
万
立
方
メ
ー

ト
ル
で
す
か
ら
、
百
日
あ
ま
り
あ
れ
ば

完
了
す
る
わ
け
で
、
順
調
に
ゆ
け
ば

十
月
下
旬
頃
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す

長
浜
大
橋
の
上
を
通
る
と
、
サ
ン
ド

ポ
シ
プ
の
エ
ン
ジ
シ
の
品
目
が
、
炎
天
下

で
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
音
と

共
に
、
統
合
中
学
校
の
敷
地
造
成
工
事

が
、
日
に
日
に
完
成
に
近
づ
い
て
い
ま

(
五
.
ニ
七
撮
影
)

す。
ま
た
、
校
舎
の
設
計
は
、
松
山
市
の

三
好
設
計
事
務
所
が
、
付
帯
施
設
は

松
山
市
の
大
建
設
計
事
務
所
が
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
て
、
ざ
ん
し
ん
で
、
け
ん

ろ
う
優
美
な
設
計
の
仕
上
け
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

設
計
の
完
了
す
る
の
も
、
十
月
下
旬

頃
の
見
込
み
で
す
か
ら
、
十
一
月
頃
か

ら
は
、
本
格
的
な
、
校
舎
建
築
に
取
り

か
か
る
予
定
で
す
。

事

4

哩

品

司

3
3
4彊
?

?

広報アンテナ

~ 豊茂支館では、7月5日ぜ大

和芳二小学校で、人工呼吸の

講習会を開きました。

地区の人たち約100人と小
学校5年生以上中学校5年生ま

lでの児童生徒が受講しました

地区の人たちは「このよう

な講習会は、忘れないうちに

たびたび開いてほしい。 Jと
語っていました。

~ 橋立、上、下、浜部落館

では毎月28日を「農休の日J
に決定し先月から実行に乗り

出しました。

「農休日」には、家族企員

が、野ら仕事をやめて、家庭

での話しあいや、反省などを

推し進める他ときには、部落

館に講師を招いて地区の人た

ちのためになる話も聴こうと

いう計繭をたてました。

~ 長浜;本町通りでは、富永

金物庖前から、三好屋百貨庖

前までの197711-間にわたって、
日おいを仮設することになり

ました。

~ 長浜町観光協会では、こ

の程、キャンプ用のテントを

5組購入しました。

このテントは、5入用ですが

1組200円で一般の方に貸し出
すことになりまし角

申し込みは、産業課観光係

にどうぞ。

~ 長浜町観光協会、長浜町

消防団そして住民課では、7月
3日に長浜海水浴場の清掃を

行いました

また、 7月7日に、海開きの

海上祈願祭を行いました。

選挙人名簿制度かわる

最
近
の

人
口
移
動

の
激
化
、

社
会
生
活

の
複
雑
化

の
た
め
に

選
挙
人
の

資
絡
を
調

査
す
る
こ

と
が
、
困

難
に
な
り

名
簿
に
脱

漏
や
誤
載

二
霊
登
録

な
ど
が
生

じ
や
す
く

問
題
と
さ

れ
て
き
ま

し
た
。そ
こ
で

水久選挙人名簿を採用

引
・
?
・
?
ま
で
)
縦
覧
に
供
し
ま
す
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

有
権
者
は
、
と
の
縦
覧
に
供
し
た
名
一
当
初
の
名
簿
は
、
基
礎
と
な
る
名
簿

簿
に
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
縦
覧
期
間
一
で
す
か
ら
、
特
に
正
確
さ
が
要
求
さ
れ

中
に
異
議
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
一
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
有
権
者
の

す
o

一
皆
さ
ん
、
縦
覧
期
間
中
に
登
録
さ
れ
て

そ
の
後
、
本
年
九
月
三
十
日
に
、
永
一
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

久
選
挙
人
名
簿
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
一
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多

い

親

の

無

関

心

少
年
の
非
行
防
止

家
庭
で
話
し
合
い
の
場
を

夏
は
、
暑
さ
の
た
め
、
人
々
の
気
持
一
し
か
し
、
こ
の
反
面
、
学
校
の
規
律

が
ゆ
る
み
が
ち
で
す
。
そ
し
て
、
服
装
一
あ
る
生
活
か
ら
、
長
い
間
開
放
さ
れ
ま

や
、
家
が
開
放
的
に
な
り
や
す
い
季
節
一
す
か
ら
、
夏
休
み
中
の
児
童
生
徒
は

で

す

。

一

適

当

な

指

導

が

な

い

と

、

い

ろ

い

ろ

問

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
一
回
閣
を
起
こ
し
ゃ
す
い
も
の
で
す
。

事
故
が
、
他
の
月
よ
り
も
多
く
な
り
ま
一
い
ま
ま
で
、
ま
じ
め
だ
っ
た
少
年
が

す
が
、
夏
の
犯
罪
で
一
番
多
い
の
は
一
急
に
不
良
化
す
る
の
も
こ
の
と
き
で
す

性
犯
罪
、
つ
ま
り
、
痴
漢
の
出
没
で
す
一
少
年
の
不
良
化
の
原
因
は
、
親
が
忙

い
ま
ま
で
、
被
害
者
は
、
二
十
才
前
一
が
し
か
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
う
ち

後
の
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
一
の
子
に
限
っ
て
:
・
:
:
:
・
と
患
っ

最
近
で
は
、
年
少
の
被
害
者
が
ふ
え
一
て
、
無
関
心
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

小
学
生
と
い
う
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
一
大
部
分
で
す
が
、
と
く
に
悪
友
に
誘
わ

せ

ん

。

一

れ

た

り

し

て

、

悪

の

道

へ

走

る

場

合

も

「
何
々
を
貰
っ
て
や
る
か
ら
'
・

i
一
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す
。

:
」
と
い
っ
た
甘
い
と
と
ば
に
誘
わ
-
で
す
か
ら
、
ご
家
庭
で
は
、
少
年
た

れ
て
も
、
決
し
て
‘
つ
い
て
行
か
な
い
一
ち
が
、
親
に
内
緒
で
行
動
し
な
い
よ
う

よ
う
ふ
だ
ん
か
ら
の
し
つ
け
が
、
な
に
一
よ
く
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
り

よ

り

大

切

で

す

。

一

夜

遊

び

ゃ

、

よ

く

な

い

映

画

あ

る

い

は

痴
漢
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
服
一
読
物
な
ど
を
さ
け
る
よ
う
指
導
し
て
く

装
や
態
度
に
ス
キ
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
一
だ
さ
い
。

夜
道
の
ひ
と
り
あ
る
き
を
し
な
い
こ
と

と
の
二
つ
だ
け
は
、
絶
対
に
守
り
ま
し

ょ
う
。さ
て
、
つ
U

ぎ
は
、
少
年
非
行
の
問
題

で
す
。
夏
休
み
は
、
海
に
、
山
に
身
体

を
鍛
え
、
あ
る
い
は
、
自
由
な
勉
強
が

で
ま
¥
少
年
た
ち
の
身
も
心
も
大
き
く

成
長
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。

毎
年
の
異
動
の
な
い
者
ま
で
を
含
め
て

全
員
を
調
査
し
て
、
名
簿
を
つ
く
る
と

い
う
無
駄
を
は
ぶ
き
‘
異
動
の
あ
る
者

だ
け
を
、
申
告
に
基
づ
い
て
調
査
の
う

え
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
と
い
う

「
永
久
選
挙
人
名
簿
」
を
採
用
し
、
選

挙
人
名
簿
制
度
を
合
理
化
す
る
こ
と
が

ね
ら
い
で
す
。

全
国
い
っ
せ
い

調

査

当
初
の
選
挙
人
名
簿
は
、
全
国
い
っ

せ
い
に
、
住
民
の
選
挙
資
格
を
調
査
(

す
で
に
、
六
月
二
十
日
現
在
で
調
査
実

施
ず
み
)
し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、
現

行
の
名
簿
を
照
合
し
て
、
そ
の
名
簿
を

修
正
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名

簿

の

縦

覧

と
の
よ
う
に
し
て
、
修
正
さ
れ
た
名

簿
は
、
一
定
の
期
間
(
れ
・

8
・
お

l

(左上) 【写真説明】

砂利を送る鉄管(長浜大橋から撮影)
(右上)
1日に約400mBの砂利を吐き出します
(右)
肱川河口の州の砂利を送るナンドポ
ンプ。

6月の町政日誌
B臼 定例民生委員会
日本脳炎予防注射

農林省会計検査

初級職員自主研修会

農林漁業振興協議会

団体営農道現地調査

農業委員会

住民調査説明会

全国一斉住民調査

行政相談会

初級職員自主研修会

長浜町本町通り日おお
い架設協議会

腸パラ予防接種

無事喜地農道現地測量

事業所および商業統計

説明会

農業共済損害評価会

公民館長・主事・運営

審議委員研修会

7日

10日
11日

13 B 
14日
17日
20日

22日
1
・
水
の
事
故
防
止

山
、
水
泳
場
所
は
、
地
域
ご
と
に

選
定
し
、
指
定
す
る
こ
と
。

凶
、
特
に
、
危
険
な
場
所
な
ど
は

標
識
・
さ
く
な
ど
を
設
け
る
る
と

と
も
に
、
必
要
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
こ
と
。

23日

24日
28日

29日

問
、
決
め

b
れ
た
場
所
・
時
間
以
外

に
ほ
泳
が
な
.
い
こ
と
。

凶
、
水
泳
に
自
信
の
あ
る
年
長
者
之

同
行
す
る
こ
と
。

問
、
家
悔
い
に
行
き
先
、
同
行
者
、
帰

宅
時
刻
を
知
ら
せ
て
か
ら
行
く
こ

と。

問
、
病
気
中
・
空
腹
時
・
食
後
、
改

し
い
運
動
の
直
後
な
ど
に
は
泳
が

な
い
こ
と
。

2
.
転
落
に
よ
る
事
故
防
止

山
、
危
険
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
そ

の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に
働
き

か
け
て
、
危
険
防
止
t

の
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
(
野
井
戸
、
野

つ
ぼ
、
水
た
め
な
ど
に
つ
か
だ
は

さ
く
や
、
ふ
た
を
作
り
理
立
て
な

ど
を
行
な
う
こ
と
)

3
・
登
山
・
キ
ャ
ン
プ
等
の

野
外
活
動
の
安
全
指
導

山
、
必
ず
経
験
に
富
ん
だ
指
導
者
の

も
と
で
企
画
実
施
す
る
こ
と
。

ω、
父
兄
・
校
長
の
許
可
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
。

4
・
非
行
防
止

不
良
化
の
徴
候
と
し
て
は

①
態
度
、
と
と
ば
っ
堂
、
服
装
な

ど
が
変
る
。
②
う
そ
が
多
く
な
る

①
学
校
の
成
績
や
、
仕
事
の
能
率

が
悪
〈
な
る
。
④
外
出
が
多
く
な

り
、
変
な
友
だ
ち
が
訪
れ
る
。

⑤
学
校
や
、
勤
め
先
か
ら
の
帰
り

が
お
そ
く
な
る
。
伶
喫
煙
ゃ
、
飲

酒
を
お
ぼ
え
る
。
⑦
夕
食
時
に

空
腹
を
訴
え
な
く
な
る
。
品
川
手
紙

電
話
に
対
し
て
、
敏
感
に
な
る
。

①
持
ち
物
ゃ
、
読
み
物
が
変
っ
て

く
る
。
⑬
会
づ
か
い
が
荒
く
な
る
"

5
・

家

庭

に

お

け

る

'

生

活

指

導

山
、
夏
休
み
の
心
得
等
、
学
校
の
指

導
を
実
践
さ
せ
る
よ
う
に
留
意
す

る
こ
と
。

同
、
家
事
や
家
業
を
分
担
す
る
よ
う

指
導
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
だ
ん

ら
ん
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
つ

'
と
め
る
こ
と
。

6
・
健
康
指
導

ω、
暴
飲
、
暴
食
や
寝
冷
に
注
意
す

る
こ
と
。

問
、
。
食
前
な
ど
の
手
洗
を
励
行
す
る

こ
と
。

問
、
学
校
医
か
ら
注
意
さ
れ
で
い
る

病
気
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
、
夏

休
み
中
に
治
療
す
る
こ
と
。

凶
、
食
前
な
ど
の
手
洗
い
を
励
行
す

る
こ
と
。
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子
供
が
二
人
の
と
さ
、
三
万
四
千
円

か
ら
六
万
円
に
。

二
、
福
祉
年
金

福
祉
年
金
は
、
老
令
@
障
害
@
母
子
@

準
母
子
年
金
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
千

四
百
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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しなの放
まる進送常
しこ路のに
よと、台テ
うを大風レ
。よさr情ピ
〈さ報・
知、をラ

っそよジ
てのくオ
お他聞お
く、きょ
よ参、び

う考台有
にと風線

(二)

台

風

の

強

さ

①
海
上
に
、
九
百
ミ
リ
バ
ー
ル
を
割
つ

た
台
風
が
あ
ら
わ
れ
た
な
ら
ば
、
特

に
、
熊
重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

①
中
程
度
の
台
風
で
も
‘
水
素
爆
弾
数

百
個
か
ら
、
一
千
個
に
相
当
す
る
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

も
ち
ろ
ん
、
と
の
カ
が
、
す
べ
て

破
壊
力
に
使
わ
れ
る
の
で
わ
な
く

401 小石が飛ぶ、ガラ
ス窓危険 1 

501 多くの家が倒れる 1 

1601瓦玩示

丈，1、l

孟L竺士三竺竺-zl傘がこわれる
151-取り付吋てい看
板など飛ぶ

風速と災害の目安

風に向って歩けな
い

与L

主宇

どト

fT 

一人ヲ
M 

1守

句ト

‘ 
下

九e 

性

長
P
E
L
F
-
w
d
k
k
E官

f

有線放送電話番号簿追加(削除)表

(7月分)

考備部落名番号名氏頁

新町

住吉神社横新酒屋

山

山

小浦

4 1 

2 6 4 

278 

2 7 7 

439 

石丸英雄

広田秋盛

清水義忠

兵頭良範

二宮留夫8 

? 

25 

26 

1市早332 

①取止めのため削除

渡辺忠佐42 

137(597) 川崎ミヤ子4 


